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葛飾北斎描く千住より眺望の富士 

東京江北ロータリークラブ  
会長 守屋裕之／会長エレクト 渡邉浩  

幹事 高橋史郎／ 副幹事 影山幸一郎  

会報・ＩＴ委員長 松井元  
 

 

 

 

 

 
「ロータリーの寛容の精神で。 

奉仕をしよう。」 
 

RC会長 

守屋 裕之 

 

 

 

 

 

Rotary 

Opens Opportunities 
 

 RＩ会長 

ホルガ―・クナーク 
 

 

THE ROTARY CLUB OF TOKYO-KOHOKU 

第 2917回  2020年 12月 17日 
 

2020年 12月 10日 第 2916回例会報告 
 
点 鐘  

ロータリーソング 「奉仕の理想」 

来 賓  

 ⚫ ゲスト 

なし 

⚫ ビジター 

なし 

セ レ モ ニ ー  

 ⚫ ロータリー財団寄付…戸塚誠一郎君 

会 長 報 告  

 ⚫ 本日例会前に、例会の食事の件で理事会を

開催し、来週から例会の食事は通常通り提

供することに致しました。お弁当は本日

12/10が最後となります。 

来週 12 月 17 日は 30 分延長し、長谷会員

プロデュースによる演奏を聴きながら、広

い桜の間でグレードアップしたお料理を

頂き、席はスクール形式で隣席との間にア

クリル板の仕切りを立てます。12月 24日、

1 月 14 日の例会も同様の形式でアクリル

板の仕切りを立て、食事はカレー等を想定

しております。食事中は食事に徹して頂く

旨アナウンスを行い、食後はマスクをして

ご歓談頂く旨、アナウンス致します。 

 

 

幹 事 報 告  

 ⚫ 国際ロータリー第 2580 地区の 2020-2021

年度の地区大会のリーフレットをポステ

ィング致しましたのでご一読をお願い致

します。 

委 員 会 報 告  

 ⚫ 職業奉仕委員会…12 月 3 日に地区研修会

は、職業奉仕委員会との共催で行われ、大

阪学院大学 森田健司教授が 「CSR SDGS

の時代に考える職業奉仕 今こそ江戸商

家の思想に学ぶ」という題目で講演。昨今

企業は CSR（企業の社会的責任）や SDGS（持

続可能な開発目標）に則り事業計画を立

て、そこで得た利益によって社会奉仕を行

っていますが、かつて江戸の商家では自分

達の商売を始める際は、先ず世の中の質や

習熟度を上げる為に環境を整えてから商

いを行うべく家訓や家則にそうした過程

を盛り込んで、一緒に考えながら商いを進

めていたそうです。現代においてもそうし

たことを踏まえて職業奉仕を行っていく

ことの大切さをお話頂きました。 

出 席 報 告 会員50名中40名 出席率80％ 

前々回の出席率 96％ 
 
 
 

Rotary Rate 105 円 



 

 

次週卓話予定 12/24  
「日本の M&Aの状況について」 

日本 M&Aセンター営業本部 提携統括事業部, 金融法人部 担当部長 

笠置正人氏 

紹介者 プログラム委員会 

本日の卓話  
「クリスマス演奏会」 

演奏者 

奥村志緒美氏 杉本直登氏 

紹介者 長谷君 

 

ニコニコ（●＾o＾●）ボックス 

⚫ 会員お誕生祝 

⚫ 奥様お誕生祝 

⚫ ご結婚祝  

…細沼君 加藤君 

…テボー君 

…芝君 

  
⚫ 守屋会長 高橋幹事…コロナ感染者が増えて

います。皆さん体調には気を付けて下さい。本

日の卓話、佐藤徹さん、よろしくお願いします。 

⚫ 佐藤徹君…よろしくお願いします。 

⚫ 海老沼君…チャンスの神様に背中を押されて、

私の会社も大きくなりました。佐藤さん、あり

がとう！！ 

⚫ 海老沼君 中山君 岩崎君 高橋秀君…笑顔

の素敵な影山副幹事、最近は顔が曇りがちです

ね。何かあったのでしょうか？心配です。 

⚫ 戸塚君 樽澤君 渡邉君 長谷君…佐藤徹さ

ん、本日の卓話、楽しみにしております。人生

の教訓として、しっかり拝聴させていただきま

す。 

合計 37,000円 累計 1,224,500円 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 10日（木）

の卓話は、メンバ

ー 佐藤徹会員に

「私の職業奉仕」

という演題でお

話しをいただき

ました。 

 

 

 

佐藤徹会員が海外渡航した 1ドル 365円の時代、

留学先での貴重なエピソード、そして株式会社プ

ルータスの社章に秘められた由来「神様の前髪」

や「会社の基本理念」「行動指針」の大切さ、創業

から 2010年プルータスビル竣工、そして現在まで

神田地域で所在地を変更せずに 100 年続く企業 2

社のうちの一社がプルータスであること。 

2017年に創業 100周年を迎えられ、その際に社史

を作成され詳しく記載されています。社史 100 周

年誌、記念品は、当クラブの全会員にもお配りい

ただきました。 

 

そしてほとんど工

業製品にしか使用

されていないステ

ンレスワイヤーを

アート素材として

捉えた方との出会

いがあり、プルータ

スビル・エントラン 

スホールの一角にステンレス素材作品を展示する

アートスペースを設置して定期的に作品を入れ替

え、このアートスペースは海外からも見学者が来

られるなど、社会的貢献も積極的になさっていま

す。「ビジネスを社会貢献と考えている」「変化に

対応する機能を備えている」という要素を持ち併

せた企業との事で、此方はロータリークラブにお

いても当てはまるのではというご意見も頂きまし

た。 

      紹介者 プログラム委員会 

 

卓   話 

 

 

プルータス＝ 
社名の由来 

 
 
 

プルータスは、ギリシャ神話の中に紀元前5世紀ご

ろ、大地を支配する神として登場します。 

当時の富（穀物、金、銀等）が大地から生まれた事に

依り、後年富を司る神となりました。 
 

初代（創業者）社長 佐藤佳二は、プルータスを富の

神、チャンスの神と信じ教えられ、チャンスの神には

前髪しかないという諺から、このロゴを自ら図案化

し社章として昭和初期より使い始めました。 
 

「チャンスにチャレンジする」この信念を旨に 1970

年社名変更の折、このロゴを常に進化を目指す当社

の社名として採用しました。 

No.21  『空の果てまで』 

”Far Far Away” 


